



























ら」と訓じられ、いわば副詞、形容詞として使われてきたこの言葉が、明治 30 年代までに西洋語 nature という名
詞の翻訳語として定着したこと、つまり「山川草木」「万物」「造化」など様々な訳が試みられた末に「自然」に定
着したことを、日本思想学者の相良亨は「日本思想史上の一つの出来事」と評する（1）。確かに nature の語源にあ

















「自然法（natural law）」という訳は明治 14 年まで遡ることができ（6）、「自然科学（natural science）」という訳語
は明治 31 年（1899 年）に登場すると言う。もちろん natural は名詞ではないが、明治 10 年代の流行語であった









































































































































11 Herbert Spencer, First Principles, New York : P.F. Collier & Son, [1880]、ハアバート・スペンサー『第一原理』澤田謙訳、
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